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Learning from Sports and Languages for 
the Development of Global Human 
Resources: KUIS’s Approach 
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Jeongyong PARK
In Japan, international sports events such as the upcoming Rugby World 
Cup in 2019, the Tokyo Olympics and Paralympic Games in 2020 will 
be held one after another. It is believed that in such events, volunteer 
interpreters can assist smooth communication between participants 
including the organizers, team members, and/or tourists coming from 
abroad. To meet this need, a series of volunteer training seminars have 
been held since 2007 under the sponsorship of Kanda University of 
International Studies （KUIS） and later the Consortium of Foreign 
Studies in Japan. In this article, I will first explain the goal and 
ch aracteristics of those seminars as well as a survey conducted with 1,311 
students who participated in the seminars. The fi ndings of the survey 
suggest that with a clear goal and understanding of their responsibilities 
in the events, the students not only became more motivated to pursue a 
higher level of profi ciency in foreign languages but also more conscious 
about their own position in the Japanese society. Finally this KUIS 
approach of teaching and learning foreign languages is further discussed 
















































































































































1 ユニバーシアード神戸大会 1985 約 8,300
2 広島アジア大会 1994 約 10,000
3 ユニバーシアード福岡 1995 約 12,500
4 長野冬季五輪大会 1998 32,579
5 シドニー夏季五輪大会 2000 約 46,000
6 北京夏季五輪大会 2008 約 100,000
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イン語が 51名、ポルトガル語 20名で、続いてロシア語 4名、インドネシ




























































































































































































表 7にまとめられたように、第 1回～第 5回目まで 1,334名の外大生が




大学 48名、名古屋外国語大学 41名、長崎外国語大学 34名、神戸市外国
語大学 13名、東京外国語大学が 7名の順であった。次に、第 3回目は募
集言語を英語だけに限定せず、その他韓国語、中国語、スペイン語、ポル











関西外国語大学 27 24 29 46 34 160
神田外語大学 119 120 220 17 221 697
京都外国語大学 27 21 54 60 55 217
神戸市外国語大学 9 4 5 8 0 26
東京外国語大学 6 1 0 0 4 11
長崎外国語大学 21 13 29 11 22 96
名古屋外国語大学 27 14 30 36 20 127
回毎の受講者数 236 197 367 178 356 1334
受講者数推移（延べ数） 236 433 800 978 1334
表 7　全国外大連携通訳ボランティア育成セミナー受講者推移




関西外国語大学 27 24 29 39 33 152
神田外語大学 106 111 204 4 159 584
京都外国語大学 27 21 53 47 49 197
神戸市外国語大学 9 4 5 6 0 24
東京外国語大学 4 1 0 0 4 9
長崎外国語大学 20 13 25 6 18 82
名古屋外国語大学 26 14 30 24 19 113
回毎の受講者数 219 188 346 126 282 1161
登録者数推移（延べ数） 219 407 753 879 1161
表 8　大学別人材バンク登録数の推移
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に登録できる。このバンクに登録すると、修了後にも国際スポーツ大会に
ついて情報が随時届くようになっている。上記の表 8をみると、第 1回～
第 5回目までの受講者 1,334名に対し、1,161名の学生がこのバンクに登録
しており、87％の割合を占めている。この結果は、受講者たちがセミナー
で培われた知識だけでなく、今後国際大会において、ボランティアとして
参加していく高い意欲を持っていることの現れだと言える。
7.2.　第 1回から 5回までの受講者アンケート調査結果
第 1回～5回までの受講者 1,334名に対し、アンケート調査を行った結
果、以下の質問項目に対し、回答が得られた。
7.2.1.　セミナーの参加動機（n＝1334）
図 3は、このセミナーに参加した動機についての結果である。最も多く
の割合を占めているのは、「自分自身の成長につながる」で 33％である。
学生たちは授業外の普段体験できない環境の下、 自己成長と新たな自己発
見に繋げたいと思っていることがわかった。次に多くを占めているのは、
「様々な分野の通訳ボランティアに参加したい」25％、「グローバルに活躍
したい」17％の順となっており、国際スポーツ大会に参加する外国人選手
や大会運営に通訳ボランティアとして関わりたい意欲が現れていることが
理解できる。
図 3　第1回～5回目まで全国外大連携通訳ボランティア育成セミナーに参加した動機
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7.2.2.　 参加後の意識変化等について（n＝1334）
ここからはセミナーに参加した学生の意識の変化等について紹介する。
アンケートの結果、以下の（1）から（8）のような意識変化があったことが
挙げられた。
（1）　グローバル人材とは何か、そのために何をすべきかが明確になった
図 4　回答結果（1）
そう思う
まあそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない
図 4からわかるように、「グローバル人材とは何か、そのために何をすべ
きかが明確になった」という項目について、52％が「そう思う」と答えた。
41％の「まあそう思う」という回答と合わせると、93％を占める参加者た
ちが単に通訳ボランティアのスキルや技法だけを学ぶのでなく、グローバ
ルなマインドやグローバル人材になるための資質と条件等について理解を
深めていることが明らかになった。
（2）　語学力とコミュニケーション力の必要性について学ぶことができた
図 5　回答結果（2）
そう思う
まあそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない
次に、図 5の「語学力とコミュニケーション力の必要性について学ぶこ
とができた」という項目に対しては、「そう思う」78％、「まあそう思う」
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という答えが19％を占めていた。グローバル人材になるための条件である
語学力・コミュニケーション力の必要性を感じている受講生が 97％を占
めていることから、外国語を学ぶ学生が語学を学ぶ意義とコミュニケー
ション力の重要性を実感していたことが明らかになった。
（3）　スポーツを取り巻く多様な分野や専門知識の理解が深まった
図 6　回答結果（3）
そう思う
まあそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない
図 6の「スポーツを取り巻く多様な分野や専門知識の理解が深まった」
に対する回答は、「そう思う」 44％、「まあそう思う」 42％で、合わせて
86％となった。一方で、「どちらともいえないが」10％を占めている。つ
まり、このセミナーは受講生にとって、スポーツ分野の専門知識を学ぶよ
りも幅広い分野の知識を理解する場となっていたと推察できる。
（4）　参加する前より語学を学ぶ意義と学習意欲が高まった
図 7　回答結果（4）
そう思う
まあそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない
図 7の「参加する前より語学を学ぶ意義と学習意欲が高まった」という
項目に対しては、「そう思う」78％、「まあそう思う」18％の順となってお
り、参加前と受講後の語学学習に対する意識の変化があったと感じた受講
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生が 96％を占めている。この結果から、語学学習を主に目的とする外大生
にとって、セミナーへの参加は、語学を学ぶ意義とさらなる学習へのモチ
ベーション向上に役立つということが浮き彫りとなった。
（5） 　今後、通訳ボランティア実践や様々な活動に今より積極的にチャレ
ンジしてみたい
図 8　回答結果（5）
そう思う
まあそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない
図 8の「今後、通訳ボランティア実践や様々な活動に今より積極的に
チャレンジしてみたい」に対しては、「そう思う」が 84％、「まあそう思う」
が 15％を占めており、99％の受講者は座学のセミナーだけで満足せず、次
の通訳ボランティア実習に積極的にチャレンジする意識に変わったことが
明らかになった。
（6）　受講前よりスポーツを通じて異文化・国際交流に興味が湧いた
図 9　回答結果（6）
そう思う
まあそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない
次に図 9の「受講前よりスポーツを通じて異文化・国際交流に興味が湧
いた」に対する回答は、「そう思う」69％、「まあそう思う」24％、「どちら
ともいえない」 5％の順となった。受講生は、セミナー中に国際スポーツ
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大会で通訳ボランティアに参加した学生の体験談等を聞く機会がある。図
9の結果では、こうした体験談によって、受講生が外国人選手や大会運営
に関わることでみえてくる異文化理解やスポーツを通じた国際理解を深め
たことが顕著に現れている。
（7）　日本人としてのアイデンティティーについて考えるようになった
図 10　回答結果（7）
そう思う
まあそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない
次に、図 10「日本人としてのアイデンティティーについて考えるように
なった」に対しては、「そう思う」54％、「まあそう思う」34％、「どちらと
もいえない」 9％の順となった。このことから、日本文化や価値観に対す
る理解は、座学以外に、通訳ボランティア実習を通じて様々な外国人と交
流し、日本を見つめなおす機会を与えられることによって深められ、さら
にそれが日本人としてのアイデンティティーを考えることに繋がっている
と考えられる。
（8）　自分の興味・関心がある分野に気付き、新たな自分を発見した
図 11　回答結果（8）
そう思う
まあそう思う
どちらともいえない
あまりそう思わない
そう思わない
最後に、図 11の「自分の興味・関心がある分野に気付き、新たな自分を
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発見した」に対する回答は、「そう思う」49％、「まあそう思う」33％、「ど
ちらともいえない」 15％の順となった。この結果から、学生たちがセミ
ナーを通して、普段の授業で学ぶこと以外の様々な分野への理解を深め、
新たな自分への興味・関心分野に気付いていることが感じとれる。一方、
15％を占めている「どちらともいえない」と言う学生たちに関しては、気
付きを促す必要性があると考えられる。次回のセミナーでは、こうした学
生に対し、積極的に実習に参加する機会を与えることが求められる。
8.　まとめ
日本では今後、 2019年のラグビーワールドカップ大会、 2020年の東京
オリンピック・パラリンピック大会、2021年のワールドマスターズゲーム
ズ等目まぐるしい国際スポーツ大会を控えている。筆者はスポーツにおけ
る国際大会の通訳ボランティア経験を通じ、グローバル人材として求めら
れている語学力やコミュニケーション力を向上させ、より豊かな人間性の
醸成と社会に貢献できる人材を輩出することが日本社会及びスポーツ普
及・振興にとっても大いに意義があるものだと考えている。
本稿で紹介した「スポーツ通訳ボランティア」プログラムの活動に参加
した学生に対する調査から、外国語を学ぶ学生たちにとって教室や英語学
習カリキュラムとは異なる形で、実践的にコミュニケーションを行うこと
は、異文化理解を深めるとともに、自らの社会における位置づけを考える
機会になっていることがわかった。また、日常的に外国語を使用できる環
境にない日本の学習者たちにとって、責任を伴う形で外国語を駆使するこ
との難しさを実感することは、さらに高度な言語能力への動機付けとさら
なる学習意欲の向上に繋がることが明らかになった。
神田外語大学のこの取り組みの実績と成果をベースに全国外大連携通訳
ボランティア育成セミナーを企画開催することは、学生たちが他人と協調
性を保ちながら働くことの大切さと喜びを体得し、学習意欲の向上ととも
に新たな自己発見をすることに繋がる。また、ボランティア実習に参加す
るうちに、学生たちは語学力の不安を抱えつつも、国内で開催される大会
にとどまらず海外で開催される大会にも目を向けるようになり、積極的に
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チャレンジをする。
2018年 2月にはこのセミナーの受講生 102名が韓国で開催される平昌オ
リンピック・パラリンピック大会に通訳ボランティアとして参加すること
になっている。これまでの実習よりもさらに厳しい海外での通訳ボラン
ティア活動の経験は人生の中で二度とない機会であり、言葉に表せない経
験を得ることに違いない。今後、益々スポーツのグローバル化・国際化は
加速するであろう。日本のスポーツと言語教育分野において貴重な実践経
験の場が確保され、このプログラムの教育的な意義やその効果が日本のグ
ローバル人財育成へ繋がっていくことを期待したい。
注
 1） 「人材」に関して本稿では、人をより価値のある存在であることを意識し、引
用部分以外は「人財」を使用している。
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